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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．　カメラ装置（１０３）と光源（１１１）とを型穴（２１）内に配置するステップ
であって、前記型穴は基本的に円筒形状を有し、基本的に垂直な長軸を有するように所定
の位置に保持される、ステップと、
　ｂ．　所定量の流体状態のポリマー材料（４２）を前記型穴の底から射出するステップ
であって、それにより、前記材料が制御された様式において前記型穴で上昇する、ステッ
プと、
　ｃ．　前記材料を硬化するステップと、
　ｄ．　硬化したカメラ筐体を前記型穴から取り外すステップと、
を備える内視鏡（１）を組み立てる方法。
【請求項２】
　前記型穴に射出される前記ポリマー材（１０１）の前記所定量が、あらかじめ決められ
ていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡（１）を組み立てる方法。
【請求項３】
　前記ポリマー材（４２）を硬化するステップは、前記材料にＵＶ光（４５）をあてるス
テップを備えることを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡（１）を組み立てる方
法。
【請求項４】
　当該方法は、前記型穴内に前記ポリマー材（４２）を射出する前であって、前記カメラ
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装置（１０３）と前記光源（１１１）とを前記型穴内に配置する前に、又は配置するとき
に、又は配置した後に、前記型穴（２１）内にフレキシブルチューブ（３１）を配置し、
前記フレキシブルチューブの端部を、前記型（２０）の一部であり、前記型穴の長軸に平
行な方向において前記型穴の底から突出する円柱状の突出部に接続するステップをさらに
備えることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の内視鏡（１）を組み立てる
方法。
【請求項５】
　当該方法は、前記型穴内に前記ポリマー材（４２）を射出する前であって、前記カメラ
装置（１０３）と前記光源（１１１）とを前記型穴内に配置するときに、又は配置した後
に、前記型穴（２１）内に前記内視鏡（１）の屈曲部分の最遠位セグメント（３２）を配
置するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の内
視鏡（１）を組み立てる方法。
【請求項６】
　当該方法は、前記型穴内に前記ポリマー材（４２）を射出する前であって、前記カメラ
装置（１０３）と前記光源（１１１）とを前記型穴内に配置するときに、又は配置した後
に、前記内視鏡（１）の屈曲部分（４）の少なくとも１つの制御ワイヤ（１０５）の一端
（１１２）を前記型穴（２１）内に配置するステップをさらに備えることを特徴とする請
求項１～３のいずれか一項に記載の内視鏡（１）を組み立てる方法。
【請求項７】
　前記カメラ装置（１０３）が前記型穴（７１）内に配置される際に、前記カメラ筐体の
前記材料が、前記型穴内に射出される際に前記カメラ装置の最遠位部が前記カメラ筐体の
前記材料（４２）と接触する前記型穴の最低レベルより低い位置で前記型内に配置される
ように、前記カメラ装置の最遠位部（４０）が、前記型穴の底の凹部（７２）内に配置さ
れることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の内視鏡（１）を組み立てる方
法。
【請求項８】
　前記型（２０）を作る材料が透明であることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項
に記載の内視鏡（１）を組み立てる方法。
【請求項９】
　診察される患者の体腔内に挿入されるように構成された遠位端と、内視鏡の使用者によ
って把持されるように構成された近位端と、を有する内視鏡（１）であって、当該内視鏡
は、
　ａ．　当該内視鏡の近位端に配置される制御操作部（２）と、
　ｂ．　前記制御操作部の遠位端に配置される挿入部分（３、４、５）であって、前記挿
入部分は、前記挿入部分の遠位端に配置されるカメラ筐体（１００）を備え、前記カメラ
筐体は、
　　ｉ．　外面（１１４）と、
　　ｉｉ．　型穴内で前記カメラ筐体を成形する間に前記型穴内に配置することによって
前記カメラ筐体の材料内に埋め込まれるカメラ装置（１０３）と、
　　ｉｉｉ．　前記型穴内で前記カメラ筐体を成形する間に前記型穴内に配置することに
よって前記カメラ筐体の材料内に埋め込まれる光源（１１１）と、
　　ｉｖ．　前記カメラ筐体の遠位端の開口（１０４）と、
　　ｖ．　前記開口との流体連結における通路（１１５）であって、前記カメラ筐体の前
記外面と前記通路の内面とは、成形された前記カメラ筐体の２つの面であるところの、通
路（１１５）と、を備える形成品（１０）である、挿入部分（３、４、５）と、
　ｃ．　前記カメラ筐体内の前記通路の端部と、当該内視鏡の近位端の流入口（９）と、
の間の流体連結をもたらすチューブ（１０６）であって、前記チューブの遠位端は、前記
カメラ筐体の遠位および近位端間の所定位置に配置され、前記チューブの遠位端で前記チ
ューブの内面が、前記カメラ筐体の前記通路の内面と面一になるように配置される、チュ
ーブ（１０６）と、



(3) JP 5414806 B2 2014.2.12

10

20

30

40

50

をさらに備え、
　当該内視鏡が、前記挿入部分の遠位端と、前記カメラ筐体（５）の近位端と、に配置さ
れた屈曲部分（４）をさらに備え、前記屈曲部分の最遠位セグメント（１０２）が、前記
型穴内に配置し、前記型穴内で前記カメラ筐体を成形することによって、前記カメラ筐体
の前記材料内に埋め込まれ、前記屈曲部分の最遠位セグメント（１０２）と前記カメラ筐
体の前記材料との間に積極的な結合を得ることを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項１０】
　前記チューブ（１０６）の遠位端が、前記カメラ装置（１０３）の近位端と前記カメラ
筐体（５）の近位端との間に配置されることを特徴とする請求項９に記載の内視鏡（１）
。
【請求項１１】
　前記屈曲部分（５）は、少なくとも１つの制御ワイヤ（１０５）によって制御され。前
記少なくとも１つの制御ワイヤの一端は、前記カメラ筐体の材料（１０１）内に埋め込ま
れることを特徴とする請求項９または１０に記載の内視鏡（１）。
【請求項１２】
　前記カメラ筐体の前記材料（１０１）は、ＵＶ光にさらされるとより早く硬化する種類
のポリマー基材であることを特徴とする請求項９～１１のいずれか一項に記載の内視鏡（
１）。
【請求項１３】
　前記カメラ筐体の前記材料（１０１）は透明であることを特徴とする請求項９～１２の
いずれか一項に記載の内視鏡（１）。
【請求項１４】
　当該内視鏡の前記光源（１１１）が、前記光源から照射される光が前記カメラ筐体の材
料の少なくとも一部を通過するように、前記カメラ筐体の前記材料（１０１）内に完全に
埋め込まれることを特徴とする請求項１３に記載の内視鏡（１）。
【請求項１５】
　前記カメラ装置（１０３）は、フレーム部材（１０８）に結合され、前記屈曲部分の前
記最遠位セグメントが前記カメラ筐体の前記材料（１０１）内に埋め込まれる前に、前記
フレーム部材が、前記屈曲部分（５）の前記最遠位セグメント（１０２）に強固に結合さ
れることを特徴とする請求項９～１４のいずれか一項に記載の内視鏡（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、検査される患者の体腔内に挿入されるように構成された遠位端と、内視鏡の
使用者によって把持されるように構成された近位端とを有する内視鏡に関する。内視鏡は
、内視鏡の近位端に配置された制御操作部と、制御操作部の遠位端に配置された挿入部分
とをさらに備える。挿入部分は、挿入部分の遠位端に配置されたカメラ筐体を備え、カメ
ラ筐体は、外面、カメラ筐体の材料内に埋め込まれたカメラ装置、カメラ筐体の遠位端の
開口、および、前記開口との流体連結における通路を備える成形品であり、カメラ筐体の
外面と通路の内面が、成形されたカメラ筐体の２つの面である。内視鏡は、カメラ筐体内
の通路の近位端と内視鏡の近位端の流入口との間の流体連結を供給するチューブをさらに
備え、前記チューブの遠位端は、カメラ筐体の遠位端と近位端との間の所定箇所に配置さ
れ、チューブの遠位端でのチューブ内面は、カメラ筐体の通路の内面と同一面に配置され
る。この種類の内視鏡は、極細径の先端部分を有する内視鏡を必要とする用途にとても適
している。本発明は、カメラ筐体を作る方法にも関する。
【０００２】
　本明細書において、「成形品」との用語は、型で作られたもの、すなわち、流体材料が
型に射出され硬化した部品を対象にするべきである。この場合の流体との用語は、物体周
辺を流れ得る材料であると解釈されるべきであることに留意されたい。例えば、射出され
、次いで、硬化できる粉末または粒状の形における材料は、本明細書の内容においては流
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体と考えられるだろう。
【０００３】
　「外面」および「内面」との用語が本明細書の中で使用される際、内視鏡全体の外／内
面それぞれではなく、部品の外／内面それぞれについて普及するように適用されるべきで
ある。例えば、導入段落において使用されるようなカメラ筐体の「外面」は、成形された
カメラ筐体自体の再外側面として理解されるべきである。カメラ筐体が、ある種の分離し
たカバー部材、例えば、薄いゴム保護スリーブで覆われている場合、本明細書で理解され
るべきカメラ筐体の外面は、このカバー部材の内側に配置されるだろう。
【０００４】
　本明細書において、「カメラ筐体の材料内に埋め込まれた」との表現は、カメラ筐体の
材料によって包囲されていることとして理解されるべきである。言い換えると、カメラ筐
体の材料内に埋め込まれた部品は、カメラ筐体の材料を介して所定位置に保持される、ま
たは少なくとも部分的に包囲かつ／または包まれている。さらに、埋め込まれる、は材料
と接触していることとして理解されるべきである。言い換えると、部品が、材料内の事前
に形成された空洞内に位置する場合、本明細書の中では、これは「埋め込まれる」とはみ
なされない。本明細書において、カメラ筐体の材料は、流体状態で型に注ぎ込まれ、それ
により、材料はカメラ筐体内の部品周辺を流動する。このようにすると、流体は、部品を
包囲し、材料が硬化すると、部品がカメラ筐体の材料内に埋め込まれる。いくつかの部品
は完全に埋め込まれる、すなわち、流体が部品を完全に包囲することに留意するべきであ
る。例えば、カメラ装置のレンズ等の他の部品は、カメラ装置の一部分は埋め込まれ、別
の部分は材料に接しないように、部分的に埋め込まれる。従って、材料に埋め込まれると
のフレーズは、完全に埋め込まれることに限定すべきものではない。
【背景技術】
【０００５】
　導入段落で述べたものと同類の内視鏡の例が特許文献１に開示されている。例えば、特
許文献１の図１２に示されるように、カメラ筐体の材料が全ての部品を共に保持している
。図１２に係る実施形態は、同じ特許文献の図５に係る実施形態とは異なることに留意す
るべきである。図５では、剛性外側シェルは、カメラ筐体の部品を保持する材料で満たさ
れている。しかしながら、図１２の実施形態では、所定位置に部品を保持する材料は、延
出し、カメラ筐体の外面を形成する。型がカメラ筐体の外形を画定するので、このような
カメラ筐体には型が必要である。
【０００６】
　冒頭の段落で述べた内視鏡はとは少し異なるが、特許文献２は、本発明に関連したこと
が述べられ得るカメラ筐体を開示している。特に図７は興味深い。制御操作部と内視鏡の
先端部との間の流体連結を提供するチューブが、内視鏡の先端までずっと延在している。
しかしながら、先端部材には、空洞チューブ２の内側に剛性フレーム１ａ、１ｂが形成さ
れている。充填材が空洞チューブ内に充填される前に、フレームが部品を全て一緒に保持
する。
【０００７】
　本願の内視鏡の所定の特徴を共有する他の内視鏡が、特許文献３の図３１、および特許
文献４の図１２に開示されている。
【０００８】
　上述のように、本発明は内視鏡に関することに留意する。しかしながら、本アプリケー
ションの主な焦点は内視鏡のカメラ筐体にある。カメラ筐体は、しばしば、内視鏡の剛性
先端部分と称されることに留意する。内視鏡の残りの構造は、本発明の実施にそれほど関
係ないので、残りの構造については、本明細書にいてそれほど詳述していない。当業者で
あれば、どのように本カメラ筐体を難なく様々な形の内視鏡に組み込むことができるか理
解できるだろう。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００９】
【特許文献１】米国特許第４，９１８，５２１号明細書
【特許文献２】米国特許第５，３７６，９６０号明細書
【特許文献３】米国特許第４，７４５，４７０号明細書
【特許文献４】米国特許第４，８３２，００３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の第１態様は、先行技術の内視鏡より優れた内視鏡を提供することである。特に
、本発明の態様は、縮小された直径の先端部分を有する内視鏡を提供することと、先行技
術の方法より優れた内視鏡を組み立てる方法を提供することとである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この態様は、導入段落で述べたような内視鏡によってある部分は提供されるが、内視鏡
は、挿入部分の遠位端とカメラ筐体の近位端とに配置される屈曲部分をさらに備え、少な
くとも屈曲部分の最遠位端は、カメラ筐体の材料内に埋め込まれる。このようにすると、
残りの屈曲部分と共に組み立てることが容易なカメラ筐体が提供される。
【００１２】
　一実施形態では、チューブの遠位端は、カメラ装置の近位端とカメラ筐体の近位端との
間に配置される。このようにすると、チューブが、カメラ筐体の横から見た際にカメラ装
置と重ならないのでカメラ筐体の外径を小さくできる。
【００１３】
　このようにすると、屈曲部分が少なくとも１つの制御ワイヤによって制御されるところ
の、少なくとも１つの制御ワイヤの一端が、カメラ筐体の材料内に埋め込まれる場合があ
る。これは、制御ワイヤとカメラ筐体との間の良好な接続を創造する。
【００１４】
　製造速度を上げるために、カメラ筐体の材料は、ＵＶ光にさらされる際により早く硬化
する種類であるポリマー基材が選択される場合がある。
【００１５】
　カメラ筐体の材料は、一実施形態では透明である。筐体が透明の場合、内視鏡の光源は
、光源によって照射される光がカメラ筐体の材料の少なくとも一部分を透過するように、
カメラ筐体の材料内に埋め込まれる場合ある。このことは、内視鏡が挿入される環境から
光源を保護する。また、光源が型内でかなり正確に位置する必要がないので、よりシンプ
ルなカメラ筐体を作らせる。
【００１６】
　組立をより簡単にするために、カメラ装置はフレーム部材に結合されてもよく、また、
フレーム部材は、屈曲部分の最遠位部分がカメラ筐体の材料内に埋め込まれる前に、屈曲
部分の遠位部分に強固に結合されてもよい。このようにすると、カメラ筐体の異なる部品
を、部品を型の空洞内に挿入される前に組み立てることができる。次いで、他の部品が、
結果として生じるカメラ筐体内の部品の位置が良好に決定され得るように、所定の様式で
共に保持される。
【００１７】
　また、本発明は、内視鏡を組み立てる方法に関する。この方法は、型穴内にカメラ装置
と光源とを配置するステップであって、前記型穴は基本的に円筒形状を有し、型穴が基本
的に垂直な長軸を有するように所定位置で保持される、ステップと、材料が制御された様
式において型穴を満たすように型穴の底から流体状態の一定量のポリマー材を型穴内に射
出するステップと、材料を硬化させ、型穴から硬化したカメラ筐体を取り出すステップと
、を備える。
【００１８】
　上述の方法はステップの適切な順番において複数のステップを説明しているが、他のス
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テップが、各ステップまたは連続したステップの間、前または後に挿入される場合がある
ことに留意するべきである。
【００１９】
　また、この明細書で使用される「基本的に円筒状の」とは、円筒体のようなものとして
理解されるべきであることが伝えられるべきである。これは、円形の断面を有する円筒体
に限定されるべきではなく、四角筒、三角筒、および任意の別の形状の筒体を広く含むも
のとして解釈されるべきである。
【００２０】
　好ましい実施形態では、型穴内に射出されるポリマー材の量は、あらかじめ決められて
いる場合がある。このようにすると、その形状における材料の量を制御することができる
。
【００２１】
　製造工程を加速するために、ポリマー材を硬化するステップは、ＵＶ光を材料にあてる
ステップを含む場合がある。この場合、ＵＶ光にさらされるとより早く硬化する種類のポ
リマー材が選択される。
【００２２】
　一実勢形態では、本方法は、前記型穴内にフレキシブルチューブを配置し、チューブの
端を型の一部であり、型穴の底から型穴の長軸に平行な方向に突出する円筒状突出部に結
合するステップをさらに備える。このようにすると、材料が硬化し、突出部が取り除かれ
ると、通路がカメラ筐体の材料内に形成される。屈曲部分とカメラ筐体との強固な結合を
形成するために、本方法は、ポリマー材を型穴内に射出する前に、内視鏡の屈曲部分の最
遠位部分を型穴内に配置するステップをさらに備える場合がある。屈曲部分が少なくとも
１つの制御ワイヤによって制御される場合、本方法は、ポリマー材を型穴内に射出する前
に、内視鏡の屈曲部分の少なくとも１つの制御ワイヤの一端を型穴内に配置するステップ
をさらに備える場合がある。このようにすると、制御ワイヤもカメラ筐体への強固な結合
を有するだろう。屈曲部分の遠位部分が、カメラ筐体の材料を介してカメラ筐体と共に保
持される場合、カメラ筐体が型から取り外されれば、屈曲部分の残りのセグメントを屈曲
部分の最遠位セグメントに連結することができる。また、残りのセグメントは、最遠位セ
グメントが型内に配置される前に、最遠位セグメントに連結されている場合がある。この
ようにすると、先に、屈曲部分を完全に組み立てて、次いで型内に配置することができる
。
【００２３】
　また、本方法は、カメラ装置が型穴内に配置される際に、カメラ装置の最遠位部が型穴
の底における陥没部内に配置されるように、また、材料が型穴内に射出される際に、カメ
ラ装置の最遠位部が、カメラ筐体の材料と接触するだろう型穴の最低レベルよりさらに低
い所定箇所の型内に配置されるように構成される場合がある。このようにすると、型穴内
のカメラ装置の位置をより簡単決定できる。
【００２４】
　カメラ筐体の材料にＵＶ光をあてるステップをより簡単にするために、型を作る材料に
透明なものが選択されてもよい。本明細書で使用されるときの用語「備える／備えている
／備えた」は、記載された特徴、数字、段階または部品の存在を特定するために使われる
が、本明細書の別の特徴、数字、方法、部品、または種類の１つ以上の存在または追加を
除外しないことが強調されるべきである。例えば、請求項１に係る内視鏡は「通路」を備
える。しかしながら、この明細書において、少なくとも１つの通路が存在する限り、任意
の数の通路が請求項の範囲によって含まれるべきである。
【００２５】
　以下に、本発明が添付図にスメス実施形態への参照と共により詳細に説明されるだろう
。示す実施形態は例示目的で利用され、本発明の範囲を制限するために利用されるべきで
はないことが強調されるべきである。
【図面の簡単な説明】
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【００２６】
【図１】支持装置に概略図と伴に、本発明における内視鏡の全体斜視図である。
【図２】本発明に係る内視鏡を組み立てる第１方法の１つのステップを示す図である。
【図３】本発明に係る内視鏡を組み立てる第１方法の１つのステップを示す図である。
【図５】本発明に係る内視鏡を組み立てる第１方法の１つのステップを示す図である。
【図５】本発明に係る内視鏡を組み立てる第１方法の１つのステップを示す図である。
【図６】本発明に係る内視鏡を組み立てる第１方法の１つのステップを示す図である。
【図７】本発明に係る内視鏡を組み立てる方法の第２の実施形態の２つのステップを概略
的に示す図である。
【図８】本発明に係る内視鏡を組み立てる方法の第２の実施形態の２つのステップを概略
的に示す図である
【図９】本発明に係る内視鏡を組み立てる方法の第３の実施形態の２つのステップを概略
的に示す図である。
【図１０】本発明に係る内視鏡を組み立てる方法の第３の実施形態の２つのステップを概
略的に示す図である。
【図１１】内視鏡のカメラ筐体のより詳細な斜視図を示す図である。
【図１２】内視鏡のカメラ筐体のより詳細な斜視図を示す図である。
【図１３】図１２に示すカメラ筐体の斜視図であるが、筐体自体は、内部部品を示すため
に取り除かれている。図が、図１２に対してその長軸を中心に９０°回転されていること
に留意されたい。
【図１４】図１２で定義されている直線ＸＩＶ－ＸＩＶにおけるカメラ筐体の断面図であ
る。
【図１５】図１３に示すカメラ筐体の前面図である。
【図１６】内部部品が隠れ線で示された、図１２に示すカメラ筐体の側面図である。
【図１７】図１６で定義される直線ＸＶＩＩ－ＸＶＩＩにおけるカメラ筐体の断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１に示す内視鏡１は、制御操作部２、フレキシブル挿入部分３、屈曲部分４、および
剛性先端部分５を備える。制御操作部は、制御操作部、フレキシブル挿入部分および屈曲
部分内に部分的に配置される制御ワイヤ（図示せず）を介して屈曲部分に結合されるジョ
イスティック６を備える。ジョイスティックを作動すると、屈曲部分が図１に点線で示す
ように屈曲する。制御操作部は、内視鏡を制御モジュール８に接続するために使用される
電線７をさらに備える。この実施形態では、制御モジュールは、電源およびビデオモニタ
８を備える。内視鏡は、内視鏡の剛性先端部分（カメラ筐体）の遠位端の開口１０４（図
１２参照）と連通する射出口９をさらに備える。射出口９は、内視鏡の先端の開口で吹き
出される流体を内視鏡内に射出するために使用することができる。流体は、例えば、部分
麻酔剤または同類物である場合がある。
【００２８】
　フレキシブル挿入部分３は、フレキシブルであるが故屈曲可能なチューブとして形成さ
れる。しかしながら、フレキシブル挿入部分は、長軸方向およびねじれ方向において剛性
を有する。このようにすると、制御操作部の回転が、先端に直接伝わり、内視鏡の使用者
が制御操作部をひねることによって内視鏡の先端の回転位置を制御することができる。カ
メラ１０９および光源１１１（図１３を参照）は、内視鏡の剛性先端部分５内に配置され
る。従って、剛性先端部分は通常カメラ筐体と称される。カメラからの電気信号と、カメ
ラおよび光源への電源とは、内視鏡の制御操作部、フレキシブル挿入部分、および屈曲部
分内に部分的に配置されたワイヤ（図示せず）を介して伝達される。フレキシブル挿入部
分、屈曲部分、およびカメラ筐体／剛性先端部分は、通常、部品を保護する薄い弾性カバ
ーで覆われる。これが、図において、フレキシブル挿入部分３、屈曲部分４、および剛性
先端部分５の間の可視の変遷がない理由である。
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【００２９】
　上述の特徴を備える内視鏡は、当業者には周知であり、本発明を理解し応用するために
さらなる詳細は当業者には必要ない。本願において開示される主な発明は、カメラ筐体と
、該カメラ筐体の製造方法に向けられたものである。
【００３０】
　また、あるケースでは、内視鏡は、制御操作部と挿入部分を有するよう説明されている
ことに留意すべきである。制御操作部は内視鏡の使用者によって把持され、挿入部分は患
者の体腔内に挿入される。この定義によると、図１に示す実施形態は、フレキシブル挿入
部分３、屈曲部分４、および剛性先端部分５を備える挿入部分を備える。従って、屈曲部
分と剛性先端部とは挿入部分の遠位他端、または、その近くに配置される。
【００３１】
　本明細書において、図１に示す内視鏡の例は、患者の人口呼吸の確立を補助するために
使用される内視鏡である。気管内チューブは、内視鏡のフレキシブル挿入部分に亘って配
置され、次いで、フレキシブル挿入部分が患者の気道内に挿入される。内視鏡の先端部内
の視覚システムは、内視鏡が、患者への危険性なしに所定の位置に案内されることを可能
にする。内視鏡および気管内チューブが所定の位置にくると、内視鏡は、患者の気道内の
所定の位置に気管内チューブを残して引き抜かれる。これが、本明細書で開示される内視
鏡の唯一の具体的な実施形態だが、本明細書の教示は、多くの別のタイプの内視鏡にも同
様に適用できることが理解されるべきである。
【００３２】
　限定することのない例として、図に示す内視鏡は、フレキシブル挿入部分と屈曲部分と
を備える。しかしながら、本発明におけるカメラ筐体は、剛性挿入部分を有する、かつ／
または屈曲部分なしの内視鏡に使用される場合がある。
【００３３】
　本発明におけるカメラ筐体を製造する方法の一実施形態が、図２～６に関連して説明さ
れている。
【００３４】
　図２は、型穴２１を有する型２０の概略図である。取り外し可能な突出部２２は、型穴
の底に配置される。流入口２３は、型穴内に流体材料を射出するために型穴に設けられる
。図２は、また、小さな電子回路２５を示す。電子回路はレンズを有するカメラ装置２６
、２つの光源２７（この場合はＬＥＤ）、および、支持体／ＰＣＢ２９上に配置された関
連する電子部品２８を備える。ワイヤ３０は電子回路２５を内視鏡の近位端で制御操作部
に接続される。ワイヤ３０は、電子回路２５に電力を供給し、カメラから制御操作部へ画
像信号を伝送する。制御操作部から、画像信号が、画像をビデオディスプレー上に表示で
きるように、信号を処理できる制御モジュールへ送られる。
【００３５】
　フレキシブルチューブ３１は、図２にも示されている。フレキシブルチューブは制御操
作部で射出口９に結合される。フレキシブルチューブは、しばしば「作動通路」と称され
る。フレキシブルチューブは、制御操作部（すなわち、内視鏡の近位端で）で射出される
流体を内視鏡の遠位端に伝送するために使用される。
【００３６】
　また、図２は多関節の屈曲部分４の最遠位セグメント３２を示す。最遠位セグメント３
２は、制御ワイヤ３４それぞれを受容するための２つの通路３３を備える。制御ワイヤは
、内視鏡の制御操作部内に配置された制御機構に接続され、屈曲部分の屈曲を制御するた
めに使用される。制御ワイヤは、屈曲部分の最遠位セグメントに固定される。この実施形
態の場合では、制御ワイヤは、屈曲部分の最遠位セグメントの通路３３より大きいそれぞ
れのストッパー素子３５にそれぞれ固定される。このようにすると、ワイヤが屈曲セグメ
ントから引き抜けることがない。
【００３７】
　本実施形態では、電子回路の支持体／フレーム／ＰＣＢは、型穴内に挿入される前に、
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屈曲部分の最遠位セグメント３２に固定される。このようにすると、電子回路と屈曲部分
の最遠位セグメントを１つのユニットとして扱うことができる。また、フレキシブルチュ
ーブ３１と１つのワイヤ３０とは、屈曲部分のセグメントの中央の空洞部分を通過するよ
うに構成される。このステップにおいて、フレキシブルチューブ３１の遠位端は、型穴の
底から突出する突出部２２に接続される。突出部２２は、フレキシブルチューブの内径と
基本的に同一の外径を有するように形成される。チューブは摩擦力によって所定の位置で
保持される。チューブは、突出部を覆うように配置されるが、型穴の底までずっと延在す
るわけではない。次の図からわかるように、チューブは、チューブの遠位端がカメラ装置
より若干後（より近位）に位置する。
【００３８】
　図４は、工程における次の２つのステップを示す。先ず、電子回路の複合ユニットと、
屈曲部分の最遠位セグメントとが、型内に配置され、カメラ装置の最遠位部分４０が型の
底面４１に対して押圧される。次いで、液体ポリマー材４２が、矢印４３で示すように注
入口２３を介して型穴内に射出される。材料は、様々なタイプの材料の１つであってよい
。限定することのない２つの例は、ＵＶ硬化エポキシまたは成形アクリル酸化化合物であ
る。液体ポリマー材の量は、材料を射出する前にあらかじめ決められている。型の底に材
料を射出することにより、材料は、空洞内で次第に上昇し、空洞の底に気泡を形成するリ
スクを押さえた、制御された充填がもたらされる。図４からわかるように、型に射出され
る材料の量は、電子回路全体および１つのワイヤと電子回路との間の接続部が材料に埋め
込まれるように決められる。また、屈曲部分の最遠位セグメントおよび制御ワイヤの端部
もカメラ筐体の材料内に埋め込まれる。フレキシブルチューブ３１の遠位部分も、カメラ
筐体の材料内に埋め込まれる。
【００３９】
　図５において、ＵＶ光源４６を介して型にあてられているＵＢ光４５を示す。型は、型
穴内の材料がＵＶ光にさらされるように透明材料から形成されている。また、型穴内の材
料は、より早く硬化することによりＵＶ光に反応する種類のものが選定される。このよう
にすると、型内に射出される流体材料は、とても早く硬化できる。型を透明にする代わり
に、ＵＶ光が、屈曲部分の最遠位セグメントの中央の空洞を通じて照らすことも考えられ
る。または、型の一部分、例えば型の底面が透明に作られる場合がある。
【００４０】
　図６は、硬化した部品が型から取り外される、工程の最後のステップを示す。型の材料
は、カメラ筐体の材料が型から容易に外れる種類のものが選定され得る。または、テフロ
ン（登録商標）などの離型剤を、流体材料を射出する前に型の内側に塗布することが可能
である。また、型は、例えばシリコンゴムのようなフレキシブルな材料自体で作られる場
合があり、それにより、型は伸張し、硬化したカメラ筐体が型から取り外されるのを容易
にする。
【００４１】
　図６からわかるように、カメラ筐体を生み出す本実施形態では、光源２７はカメラ筐体
の材料内に完全に埋め込まれる。これは、カメラ筐体の材料を透明にすることにより可能
である。このようにすると、光源からの光はカメラ筐体の材料を通じて照射される。
【００４２】
　また、図６からわかるように、屈曲部分の最遠位セグメントには、突出部分５０が形成
される。本事例では、突出部分５０は、図６の示すような断面図においてフックの形状を
成す。このフック部分は、実際は、屈曲部分の最遠位セグメントの全内周面から突出する
円形レッジである。空洞に入れられる材料の量は、「フック」部分がカメラ筐体の材料で
覆われる程度に選定される。このようにすると、屈曲部分の最遠位セグメントとカメラ筐
体の材料との間の積極的な結合になる。このタイプの突出部分は、様々な他の方法で形成
される場合があり、フックの形を成す必要はない。しかしながら、カメラ筐体の材料と屈
曲部分の最遠位セグメントの材料とがそれほど良好に固着しない場合は、２つ部品間の機
械的取付け具が有効である。
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【００４３】
　また、図６からわかるように、カメラ筐体が型から取り外された際に、突出部もまたカ
メラ筐体から取り外される。このようにすると、通路５１がカメラ筐体内に形成される。
この通路は、フレキシブルチューブ３１の内径と同一の内径を有する。このようにすると
、フレキシブルチューブと通路との間の変遷するステップがいらない。
【００４４】
　図７は、本発明における工程の第２実施形態の２つのステップを示す。図２および図３
に対比して、この実施形態の型７０は第１実施形態の型２０と若干異なる。この実施形態
では、型穴７１には、型穴の底に陥没部７２が形成される。陥没部７２は、カメラ装置の
最遠位部分を受容するように形成され寸法決めされている。このようにすると、カメラ装
置を備える電子回路を型穴に配置し、型穴内に挿入する前に屈曲部分の最遠位セグメント
に接続するために何も必要とせず、型穴に対して正確に位置することができる。電子回路
が型穴に挿入されるところを図８に示すが、フレキシブルチューブと屈曲部分の最遠位部
分はまだ挿入されていない。次にステップで、フレキシブルチューブは、突出部に接続さ
れ、次いで、屈曲部分の最遠位セグメントが型内に配置されるだろう。
【００４５】
　また、図９および図１０は、図２～図６に示す工程の別の方法を示しており、フレキシ
ブルチューブが型９０内に配置される前に、ピン９１がフレキシブルチューブの端部内に
挿入される。ピン９１の外径は、フレキシブルチューブの内径と基本的に同一である。次
いで、電子回路の後にフレキシブルチューブが型穴内に配置される。フレキシブルチュー
ブを挿入する際には、ピンが型穴の底の穴９２内に挿入される。型をカメラ筐体の材料で
充填して、型穴から硬化したカメラ筐体を取り外した後に、ピンをカメラ筐体から取り外
すことができる。型穴の底の穴にピンを挿入するのを容易にするために、ピン９３の端部
と穴とは、型穴の底に向かう方向に先細になる対応するコーンのように形成される。
【００４６】
　当業者であれば想像できるように、上述の方法は、様々な変形を有し、様々なタイプの
カメラ筐体を開示された方法に従って作ることができる。しかしながら、図１１～１７は
、上述のもの同様の方法によって製造されるカメラ筐体の１つの具体的な実施形態１００
のいくつかの異なる図を示す。
【００４７】
　図１１および図１２に示すカメラ筐体は、本体部分１０１、多関節を有する屈曲部分の
最遠位セグメント１０２、カメラ装置１０３、カメラ筐体の遠位端にある穴１０４、２つ
の制御ワイヤ１０５、フレキシブルチューブ１０６、および、電線１０７を備える。本体
部分は、別の部品が型穴内に配置された後に型穴内に注入される透明ポリマー材から作ら
れる。ポリマー材が、完全に射出されると、材料は硬化し、型から本体部分が取り外され
る。従って、本体部分は、固体であり、本体部分内に配置された複数の部品は、完全に（
ＬＥＤなど）、または部分的に（フレキシブルチューブおよびカメラ装置など）本体部分
の材料内に埋め込まれる。
【００４８】
　図１３は、図１２に示すカメラ筐体を示すが、カメラ筐体の内部詳細が見えるように、
本体部分は隠されている。これは、本体部分の材料が型内に射出される直前の状態だろう
。図１３では、カメラ装置１０３を制御し、基本信号状態をもたらす電子回路１０８を見
ることができる。カメラ装置は、レンズ１０９およびカメラチップ自体１１０から成る。
２つのＬＥＤの方式の光源１１１は、レンズ周辺に配置される。図１３でわかるように、
電子部品は、全ての部品を一緒に保持するある種のフレームで全て一緒にパッケージ化さ
れる。この例では、フレームはＰＣＢである。このフレームは、アセンブリが型内に配置
される前に、屈曲部分の最遠位セグメント１０２に取り付けられる。このようにすると、
屈曲部分の最遠位セグメントと電子回路とが、容易に扱える完成されたユニットとして組
み立てられる。極小のアセンブリが実際の型内に必要である。
【００４９】



(11) JP 5414806 B2 2014.2.12

10

20

30

40

50

　また、図１３は、どのように制御ワイヤ１０５が屈曲部分の最遠位セグメント１０２に
取り付けられるかを示す。この実施形態では、ストッパー素子１１２が制御ワイヤの端部
に固定されている。ストッパー素子の直径は、屈曲部分の最遠位セグメント内の通路の内
径より大きい。従って、制御ワイヤはこれらの通路から抜けない。本体部分の材料が型穴
内に注入されると、これらのストッパー素子も本体部分の材料内に埋め込まれ、屈曲部分
の最遠位セグメントに固定され、さらに強固に保持される。
【００５０】
　図１４に示すように、本体部分１０１は弾性カバー部材１１３に覆われている。本実施
形態では、カバー部材がカメラ筐体、屈曲部分、およびフレキシブル挿入部分を覆ってい
る。
【００５１】
　また、図１４に示すように、フレキシブルチューブ１０６はカメラ筐体の外面１１４付
近に配置される。この場合、外面１１４は、カバー部材１１３の内側に配置される。チュ
ーブは、チューブの遠位端がカメラ装置１０３の後方（すなわち、内視鏡の近位端に向い
た方向において）に配置されるようにカメラ筐体の本体部分内に配置される。また、チュ
ーブの厚みは、カメラ装置がフレキシブルチューブの壁厚に重なるような厚みであること
がわかる。これは、本体部分の材料が取り除かれたカメラ筐体の前部を示す図１５におい
てより良好に示される。カメラ装置の後方にフレキシブルチューブがある構成により、カ
メラ筐体の外径をより小さく作ることが可能になる。本実施形態では、カメラ筐体の外径
は、ほんの約５ｍｍであり、かつ弾性カバー部材の厚みはほんの約０．１ｍｍである。従
って、もたらされる外径は本実施形態では５．２ｍｍである。
【００５２】
　また、図１４に示すように、フレキシブルチューブの通路１１５は、カメラ筐体の本体
部分の材料１０１内に配置される通路１１６を介してカメラ装置を通過して延在する。こ
の通路は、上述のように、カメラ筐体が形成される型内の突出部によって形成される。カ
メラ筐体が通路を残して硬化した後に、突出部がカメラ筐体から取り外される。本体部分
内の通路１１６の内径は、フレキシブルチューブ内の通路１１５の内径と同一になるよう
に形成される。このようにすると、フレキシブルチューブと本体部分の材料内の通路との
間の移行部に段差がない。
【００５３】
　また、図１７から、本端部分の材料が、屈曲部分の最遠位セグメント１０２のヒンジピ
ン１１７を埋めることがわかる。このようにすると、カメラ筐体の本体部分の材料と屈曲
部分の最遠位セグメントとの間に積極的な結合を生じる。ヒンジピンは、屈曲部分の最遠
位セグメントとカメラ筐体の本体部分の材料との間の機械的結合を作るフック部的なもの
であると考えられる。また、図１７は、屈曲部分の最遠位セグメント１０２と係合する、
屈曲部分の次の遠位セグメント１０２を示す。示すように、屈曲部分の各セグメント１０
２、１１８の近位部分には、セグメントの遠位部分上のヒンジピン１１７が係合する、凹
部１１９を備えられる。
【００５４】
　図および上記説明が、比較的シンプルかつ概略的様式における実施例を示してきた。内
部の電気的および機械的詳細の多くは、当業者がこれらの詳細に精通し、そのような詳細
は不必要に説明を複雑化するだけなので、非常に詳細には示していない。
【００５５】
　また、当業者であれば、本明細書の教示から追加的な実施形態が実現可能であり、また
、それらの実施形態もまた保護される範囲に含まれることを理化するだろう。
【００５６】
　例えば、本実施形態では、屈曲部分は、複数の関節セグメントを備える多関節屈曲部分
である。
【００５７】
　しかしながら、１片の屈曲部分を有する実施形態もまた想像できる。
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　また、本請求の範囲は、いくつかの特定の特徴にフォーカスしていることに留意すべき
だが、当業者であれば、別の特徴に向けた分割出願が出願される場合があることが理解で
きるだろう。例えば、本独立項１は、屈曲部分を有する内視鏡に向けてのものであり、屈
曲部分の最遠位セグメントの少なくとも一部がカメラ筐体の材料内に埋め込まれる。
しかしながら、例えば、カメラ筐体の材料内に完全に埋め込まれるＬＥＤの構成にフォー
カスすることによって、屈曲部分を有さない内視鏡に向けた分割出願が出願される場合が
ある。
【符号の説明】
【００５９】
１　内視鏡
２　制御操作部
３、４、５　屈曲部分
５　カメラ筐体
９　流入口
１０　成形品
１００　カメラ筐体
１０１　ポリマー材、　カメラ筐体の材料
１０２　最遠位セグメント
１０３　カメラ装置
１０４　開口
１０５　制御ワイヤ
１０６　チューブ
１０８　フレーム部材
１１１　光源
１１２　制御ワイヤの一端
１１４　外面
１１５　通路
２０　型
２１　型穴
３１　フレキシブルチューブ
３２　最遠位セグメント
４０　カメラ装置の最遠位部
４２　ポリマー材　カメラ筐体の材料
４５　ＵＶ光
７１　型穴
７２　凹部
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